
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2012

10月9日㈫、兵庫県民会館において「2012年度 兵庫県生協大会」を開催。会員生協の組合員、役職員など316名が
つどいました。（関連記事P.4〜5）
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姫
路
医
療
生
協
は
、
こ
の
間
、
総
代

会
方
針
に
3
年
連
続
し
て
「
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
事
業
を
通
じ
た
社
会
貢
献
で
、

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
ま
す
」
と
し

ま
し
た
。

日
本
の
高
齢
化
率
は
世
界
一
で
あ

り
、
2
0
2
5
年
に
は
30
％
を
超
え
、

2
0
5
0
年
に
は
40
％
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
超
高
齢
社
会
は

世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
日

本
の
高
齢
化
対
応
は
世
界
の
国
々
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
寿
社
会
の
到

来
は
、
本
来
は
日
本
国
民
に
と
っ
て
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
す
が
、
現

状
は
、
多
く
の
国
民
が
現
在
と
未
来
に

対
し
て
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
、
生
協
に
は
、
こ
の
超
高
齢
社
会
に

対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
う
貢
献

で
き
る
の
か
が
す
る
ど
く
問
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
中
学
校
区
を
目
安
と
し
た
地
域
の

中
で
、「
住
ま
い
」
を
基
本
に
「
医
療
」

「
介
護
」「
予
防
」「
生
活
支
援
」
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
ト
ー
タ
ル

に
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
く
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
、

姫
路
市
内
で
は
、
行
政
を
は
じ
め
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
介
護
事
業

所
、
ま
た
医
師
会
も
含
め
て
、
関
係
す

る
団
体
の
中
で
は
今
や
“
共
通
言
語
”

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
に
お

け
る
人
口
構
成
や
社
会
資
源
、
文
化
や

風
土
な
ど
は
、
様
々
な
違
い
が
あ
り
、

“
事
業
を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
”

と
地
域
包
括
ケ
ア
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黒岩　勝博
（くろいわ・かつひろ）

姫路医療生活協同組合  専務理事

「
こ
の
よ
う
に
や
れ
ば
地
域
包
括
ケ
ア

は
必
ず
う
ま
く
い
く
」
と
い
っ
た
地
域

包
括
ケ
ア
の
モ
デ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
実
践
の
中
で
、“
地
域
包
括

ケ
ア
”
と
い
う
言
葉
の
価
値
を
創
造
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
生
協
で
は
、“
人
と
人
と
の
支
え

合
い
で 

す
こ
や
か
に
生
き
る
”
を
基

本
理
念
と
し
て
、
3
つ
の
医
療
機
関

（
56
床
の
在
宅
療
養
支
援
病
院
と
医
科

診
療
所
、
歯
科
診
療
所
）
と
35
の
介
護

事
業
所
を
運
営
し
、「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

に
特
化
し
、
医
療
を
バ
ッ
ク
に
訪
問

系
・
通
所
系
・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年

度
は
、
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
「
お
お
つ
」

（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
と
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
併
設
事
業
所
）
と
「
て
が
ら
」

（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
と
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
の
併
設

事
業
所
）
の
2
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。
2
0
1
3
年
度
は
、
7
月

に
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
め
が
（
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

併
設
事
業
所
）
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

ほ
ぼ
毎
年
、
地
域
の
組
合
員
と
職
員
が

協
同
し
て
、
地
域
総
訪
問
行
動
や
事
業

所
見
学
会
、
新
規
事
業
所
説
明
会
な

ど
、
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
建
設
運
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
当
生
協
は
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
を
現
在
、
姫
路
市
内
に
6
事
業

所
運
営
し
て
お
り
、
介
護
度
が
中
重
度

で
あ
り
認
知
症
の
方
を
中
心
に
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
隔
月
で
開
催
し
て
い
る

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
運
営
推
進
会

議
で
は
、
地
元
の
自
治
会
長
を
は
じ
め
、

民
生
委
員
、
老
人
会
長
、
利
用
者
家
族
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
、

多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

生
協
組
合
員
は
地
域
の
中
で
、
ま
ち

か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
サ
ー
ク
ル
・
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
棒
体
操
な
ど
の

介
護
予
防
等
、
様
々
な
健
康
づ
く
り
を

主
体
的
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
組
合
員
間
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
「
く
ら
し
の

助
け
合
い
の
会
は
な
ち
ゃ
ん
」
な
ど
で

助
け
合
い
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
徘
徊
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
標
に
地
域
の
介
護
力
・
保
健
力
の

ア
ッ
プ
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

“
事
業
を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
”
は
、

4
つ
の
視
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
①
2
0
2
5
年
の
超
高
齢
社
会

に
備
え
た
着
実
な
対
応
、
②
私
た
ち
の

介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
③
地
域
に
お

け
る
雇
用
創
出
（
当
生
協
の
職
員
数
は

現
在
7
0
0
名
）、
④
剰
余
を
つ
く
っ

て
税
金
を
納
め
る
こ
と
で
す
。

当
生
協
は
、「
す
べ
て
の
活
動
を
地

域
包
括
ケ
ア
に
つ
な
げ
よ
う
」
を
合
言

葉
に
、
事
業
所
と
組
合
員
が
連
携
し
て
、

24
時
間
・
3
6
5
日
の
安
心
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。
組
合
員

に
と
っ
て
は
、
生
協
の
活
動
で
学
び
経

験
し
た
こ
と
を
力
に
し
て
、
身
近
な
こ

と
か
ら
1
つ
1
つ
実
践
に
移
し
て
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
が
め
ざ
す
地
域
包
括

ケ
ア
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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2
0
1
2
年
度 

兵
庫
県
生
協
大
会
を
開
催

10
月
9
日
㈫
、
兵
庫
県
民
会
館
に
お
い
て
、
2
0
1
2
年
度 

兵
庫
県
生
協
大
会
を

開
催
し
、
会
員
生
協
の
組
合
員
、
役
職
員
な
ど
3
1
6
名
が
つ
ど
い
ま
し
た
。

協
同
が
息
づ
く
兵
庫
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
協
同
組
合
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築
き
ま
す

テーマ

毎
年
10
月
は
「
生
協
強
化
月
間
」
で
す
。
全
国

の
生
協
で
「
活
動
や
事
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
、
生
協
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
催
し
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

第
1
部
・
記
念
式
典
は
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
自
然
派
兵
庫 

理
事
長 

山
口 

邦
子
さ
ん
の
司
会

で
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て

兵
庫
県
生
協
連 

本
田
英
一 

会
長
理
事
が
、「
国

連
は
2
0
1
2
年
を
国
際
協
同
組
合
年
と
定
め
ま

し
た
。
11
月
に
は
、国
際
協
同
組
合
同
盟
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
総
会
が
、
日
本
で
初
め
て
、
協
同
組

合
運
動
の
父
で
あ
る
賀
川
豊
彦
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
災
害
復
興
の
柱
の
ひ

と
つ
に
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
が
あ
り

ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
人
と
人
の
絆
づ
く
り

を
担
う
協
同
組
合
の
重
要
な
役
割
。
海
外
の
仲
間

と
と
も
に
協
同
組
合
の
役
割
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
、
協
同
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
生
協
運
動
を
力
強

く
す
す
め
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
ご
来
賓
の
兵
庫
県
知
事 

井
戸
敏

三
様
よ
り
「
生
活
協
同
組
合
は
、“
オ
ー
ル
フ
ォ
ー

ワ
ン
・
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
”
の
精
神
に
基
づ
い

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国
民
の
生
活
を
守
り
、

そ
し
て
前
進
さ
せ
る
と
い
う
協
同
組
合
の
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
兵
庫
の
協
同
組
合
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
「
県
民
の
生
活
支
え

て
協
同
し 

組
織
力
合
わ
せ
て
守
り
進
め
る
」
と
い

う
和
歌
で
協
同
組
合
へ
の
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
神
戸
市
市
民
参
画
推
進
局
市
民
生

活
部 

部
長 

中
塚
弘
明
様
、
兵
庫
県
議
会
議
長 
藤

原
昭
一
様
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
生
協
へ
の
期
待
を
こ

め
ら
れ
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
お
こ
な
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
永
年
、

生
協
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
2
人
の
会
員
生
協
役

員
に
生
協
功
労
者
表
彰
と
し
て
「
兵
庫
県
知
事
感

謝
」が
井
戸
知
事
様
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

生
協
業
務
に
精
励
し
た
30
名
の
役
職
員
に
本
田
会

長
理
事
よ
り
「
兵
庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
会

長
表
彰
」
が
贈
ら
れ
、
会
場
の
参
加
者
は
大
き
な

拍
手
で
祝
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
、「
ご
一
緒
に
考
え
る
、
こ
れ
か
ら

の
環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
と
生
協
の
役
割
」

と
題
し
て
、
日
本
生
協
連 

政
策
企
画
部
長 

小
熊

竹
彦
氏
に
よ
る
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
組
合
員
（
国
民
）
に
よ
る
「
原
子
力
発
電
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
廃

棄
物
処
理
や
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
、
安
全
対

策
へ
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
3
つ
の
基
本
視
点
で
あ
る

「
安
定
供
給
の
確
保
」「
環
境
へ
の
適
合
」「
市
場

原
理
の
活
用
」
に
加
え
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
と

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
た

井戸敏三 兵庫県知事

神戸市 中塚弘明 部長

兵庫県議会 藤原昭一 議長
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め
の
「
安
全
確
保
」
と
、
国
民
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
の
取
り
組
み
に
主
体
的
に
参
加
し
て
い
く
「
国

民
の
参
加
」
の
5
つ
の
基
本
視
点
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
、
原
子

力
発
電
へ
の
依
存
を
段
階
的
に
低
減
す
る
「
原
子

力
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
」
や

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
節
電
）
に
よ
る
使
用
電
力
量

の
大
幅
削
減
」、
太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電
・
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
・
地
熱
発
電
な
ど
の
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
急
速
拡
大
」、石
炭
火
力
か
ら
「
天

然
ガ
ス
火
力
発
電
へ
の
シ
フ
ト
」、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
あ
っ
た
地
産
地
消
な
電
源
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
分
散
型
供
給
シ
ス
テ
ム
を
基
本

と
し
た
「
電
力
・
原
子
力
に
関
わ
る
制
度
改
革
と

次
世
代
送
電
網
（
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ト
）
の
構
築
」

の
5
つ
が
重
点
課
題
で
す
。
国
民
の
意
識
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
な
か
で
、原
子
力
に
頼
ら
な
い
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
そ
の
実
現
の
た
め
、

生
協
ら
し
い
取
り
組
み
を
す
す
め
な
が
ら
、
社
会

的
発
言
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
、
会
員
生
協
に
よ
る
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
や
「
東
北
地
方
の
特
産
物
」、「
コ
ー

プ
の
菓
子
パ
ン
」
の
販
売
、「（
公
財
）
兵
庫
県
健

康
財
団
の
取
り
組
み
紹
介
」、「
2
0
1
2
国
際
協

同
組
合
年 

紹
介
パ
ネ
ル
展
示
」
な
ど
を
お
こ
な

い
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

兵庫県知事感謝 兵庫県生協連 会長表彰兵庫県生協連 会長表彰

■生協功労者・兵庫県知事感謝
所　属　生　協 氏　　名

宝 塚 医 療 生 活 協 同 組 合 岡 本 　 芳 章

生活協同組合連合会大学生協
阪 神 事 業 連 合 寺 尾 　 善 喜

■生協功労者・兵庫県生活協同組合連合会会長表彰 被表彰者
所　属　生　協 氏　　名

生活協同組合コープこうべ 木 付 　 昭 次
生活協同組合コープこうべ 石 垣 　 栄 次
生活協同組合コープこうべ 瀬 戸 　 　 久
生活協同組合コープこうべ 野 間 　 　 誠
生活協同組合コープこうべ 松 岡 　 秀 明
生活協同組合コープこうべ 田 伏 　 貴 行
生活協同組合コープこうべ 後 長 　 　 寛
生活協同組合コープこうべ 田 中 　 伸 二
生活協同組合コープこうべ 簀 戸 　 康 正
生活協同組合コープこうべ 大 島 　 邦 弘
生活協同組合コープこうべ 小 林 　 　 祐
生活協同組合コープこうべ 藤 田 　 　 運
生活協同組合コープこうべ 三 田 　 雅 人
生活協同組合コープこうべ 阪 本 　 洋 幸
生活協同組合コープこうべ 扇 野 　 勝 美

所　属　生　協 氏　　名
関西学院大学生活協同組合 舟 津 　 守 弘
神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合 藤 原 　 精 吾
神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合 久岡 　 志 津
神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合 中 村 　 　 泰
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 山 本 千 穂 子
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 徳間 　 達 哉
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 藤 川 　 博 司
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 瀬 井 　 　 歩
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 伊 藤 百 合 子
宝 塚 医 療 生 活 協 同 組 合 川端 　 　 穣
姫 路 医 療 生 活 協 同 組 合 平島 　 善 郎
姫 路 医 療 生 活 協 同 組 合 野 村 千 恵 子
ひまわり医療生活協同組合 早 川 　 一 男
神 戸 市 民 生 活 協 同 組 合 藤 原 　 恵 子
兵庫労働共済生活協同組合 尾 野 いづ み

（順不同・敬称略）

（順不同・敬称略）

2012年度
兵庫県生協大会 表彰

司会をされる 山口理事長

講演をされる 日生協
小熊竹彦 部長

東北地方の特産物の販売

2012国際協同組合年 紹介パネルの展示

医療生協による健康チェック
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2012年度 兵庫県生協連 第3回理事会報告

自然災害から「住まい」「家財」を守る

フェニックス共済

共助に感謝キャンペーン実施中！！

兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）は、災
害発生時に被災した住宅の再建のために住宅所有者が相
互に支え合う「住宅再建共済制度」と、早期の生活再建
を目指して県民がお互いに助け合う

「家財再建共済制度」とにより、自然
災害への「備え」を充実させています。

確かな住まいの安心を手に入れま
せんか。

複数年一括支払加入（3・5・10年）による割引
や住宅と家財の同時加入による割引があります。

お問い合わせ

（公財）兵庫県住宅再建共済基金　TEL 078-362-9400（平日9：00〜17：00）
http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

フェニックス共済を応援する県内の企業や各種団体にご
協力いただき、「共助」の輪を広げる「共助に感謝キャンペー
ン」として、県立施設の各種割引や県特産品の抽選による
プレゼント、苗木や花の種プレゼントを実施しています。

キャンペーンの詳細は下記までお問い合わせください。

【開催日時】　2012年10月 1 日㈪　午後 1 時57分〜 3 時37分
【開催会場】　兵庫県民会館　12階「1201」
【出 席 者】　�寺尾副会長理事、三宅専務理事、板崎、髙橋、福島、新保、伴、小野田、酒井、桑村、

若山（以上、理事）、藤田、金丸、秦（以上、監事）

（1）2012年度生協功労者表彰「知事感謝表彰被表彰者」について
（2）ICA・AP地域総会への兵庫JCCの参加と協力について
（3）生協大会（10/9）タイムスケジュール及び参加者動員状況について
（4）「会員生協の概況報告」について、各出席理事・監事より報告
（5）前回理事会〜10月上旬までの兵協連行事、活動報告
　　① ピースアクション「広島被爆ピアノ平和コンサート」（8/10）
　　② 災害対策委員会（8/23）
　　③ 近畿地区生協・行政合同会議（8/31）
　　④ 兵庫JCC幹事会（9/3）
　　⑤ 生活問題研究会（9/5）
　　⑥ ロバート・シルジェン氏講演会（9/8）
　　⑦ 生協活動委員会（9/13）
　　⑧ 2012年度　関西地連第 2 回運営委員会報告
　　⑨ 2012年度　第2回県連活動会議報告

（6）兵協連 第 2 回生協対策資金貸付審査会 開催報告
（7）12月理事会後の兵庫県との懇談会
　　について

（8）新春トップセミナー講演会について

報告事項

フェニックス共済 検索

フェニックスサポーター はばタン
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佐
曾
利
消
費
生
活
協
同
組
合
は
地
域
の

組
合
員
に
支
え
ら
れ
、
今
年
51
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
9
月
に
は
、
店
内
の
一
部
を

組
合
員
自
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
改
装
工
事

を
行
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
で
し
ゃ
べ
る
、

道
ば
た
で
し
ゃ
べ
る
、
せ
ま
い
村
な
の
に

な
か
な
か
出
会
い
が
少
な
く
、「
村
の
中

に
い
つ
で
も
腰
を
下
ろ
し
て
ゆ
っ
く
り
で

き
る
場
が
欲
し
い
な
ぁ
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
売
店
の
半
分
を
つ
ど
い

の
場
で
あ
る
休
憩
所
に
変
え
、
組
合
員
さ

ん
同
士
が
ゆ
っ
く
り
お
話
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
木
の
温
も
り
の
あ
る
机

と
椅
子
、
そ
し
て

絵
本
な
ど
も
置
い

て
、
子
ど
も
た
ち

の
「
お
た
の
し
み

広
場
」
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し

め
る
「
駄
菓
子

コ
ー
ナ
ー
」
も
始

め
ま
し
た
。
小
銭

を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り

し
め
て
買
い
に
走
っ
た
り
、
足
し
算
を
し

な
が
ら
お
や
つ
を
選
ぶ
ワ
ク
ワ
ク
感
を
、

懐
か
し
い
思
い
出
と
と
も
に
お
楽
し
み
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

10
月
20
日
㈯
21
日
㈰
に
は
、
併
設
す
る

園
芸
組
合
の
毎
年
恒
例
「
ダ
リ
ア
ま
つ
り
」

を
開
催
。
上
佐
曽
利
地
区
は
、
全
国
で
も

有
数
の
ダ
リ
ヤ
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
数
百
品
種
が
揃
う
ダ
リ
ヤ
の

見
頃
に
、
今
年
も
2
日
間
で
約
5
0
0
人

が
訪
れ
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

51
年
目
の
「
今
」
か
ら
「
明
日
」
へ
。

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
な
村
づ
く
り
の
中
心

施
設
と
し
て
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
通
信
員
　
後
北
信
子
）

10
月
17
日
㈬
の
大
阪
北
地

区
か
ら
25
日
㈭
の
第
5
地
区

ま
で
、
2
0
1
2
年
度
の
秋

の
地
区
別
総
代
会
議
を
順
次

開
催
し
ま
し
た
。今
回
か
ら
、

総
代
同
士
、
総
代
と
常
勤
役

員
の
意
見
交
換
を
よ
り
活
発

に
行
え
る
よ
う
に
、
内
容
を

大
幅
に
変
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
櫻
井
啓
吉
理
事
長

が
「
国
際
協
同
組
合
年
の
今

年
は
、
ま
さ
に
生
協
の
出

番
。
長
年
築
い
て
き
た
信
頼
と
地
域
密
着

と
い
う
強
み
を
生
か
し
、
よ
り
一
層
生
協

ら
し
い
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
本
田
英
一
組
合
長
理
事
が
上

半
期
の
事
業
と
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
今
回
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
総

代
同
士
の
意
見

交
換
の
時
間
を

設
け
、
今
ま
で

以
上
に
報
告
内

容
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

昼
食
は
、夕
食
サ
ポ
ー
ト
「
ま
い
く
る
」

の
お
弁
当
。
競
争
の
厳
し
い
配
達
弁
当
の

業
態
で
も
あ
り
、
内
容
に
関
心
の
あ
る
総

代
に
大
変
好
評
で
し
た
。

午
後
は
、生
産
事
業
の
活
性
化
に
向
け
、

自
己
生
産
を
通
し
て
築
い
て
き
た
商
品
づ

く
り
の
価
値
と
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
新
し
く
制
作
し
た
生
産
工
場
の
紹

介
D
V
D
を
上
映
し
、
試
食
。
買
い
支
え

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
榊
原
晶
子
）

佐
曾
利
消
費
生
活
協
同
組
合

組
合
員
の
手
に
よ
る
改
装
工
事

元
気
な
村
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し

見
て
・
聞
い
て
・
話
す
会
議
に

明るい日差しが差し込む店内

くつろげる休憩所
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8
月
末
「
み
や
ぎ
虹
の
架
け
橋
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
宮
城
県
柴
田
町
に
開
設

さ
れ
、
最
初
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、9
月
末
ま
で
現
地
で
活
動
し
ま
し
た
。

何
に
ど
う
手
を
付
け
て
い
い
か
見
当
が
つ

か
ず
、
大
き
な
不
安
に
包
ま
れ
た
ま
ま
の

着
任
で
し
た
。
し
か
し
、
現
地
の
み
や
ぎ

県
南
医
療
生
協
の
方
々
が
、
い
ま
の
状
況

を
詳
し
く
説
明
し
て
下
さ
る
と
と
も
に
、

滞
在
の
間
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
本
当

に
よ
く
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
た
と
思
い

ま
す
。

現
地
の
活
動
で
は
、
一
番
の
目
標
と
し

て
、
他
団
体
や
、
組
合
員
の
訪
問
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。「
宮
城
に
常
駐

し
て
頑
張
り

ま
す
」
と
話

を
す
る
と
、

ど
こ
で
も
大

歓
迎
を
し
て

く
だ
さ
い
ま

し
た
。
医
療

生
協
は
山
元

町
で
し
ば
し

ば
炊
き
出
し

の
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
で
す

が
、
み
や
ぎ
生

協
さ
ん
が
物
資

の
提
供
を
約
束

し
て
く
だ
さ
る

な
ど
、
同
じ
生

協
と
し
て
協
同

の
取
り
組
み
が
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に

心
強
い
も
の
で
し
た
。

い
ま
強
く
感
じ
て
い
る
の
は
、
一
つ
は
、

小
・
中
学
生
な
ど
子
ど
も
へ
の
支
援
の
必

要
性
で
す
。
来
年
高
校
受
験
を
控
え
る
中

学
生
、
放
課
後
行
き
場
所
の
な
い
仮
設
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
は
急
務
で
す
。
ま

た
、
引
越
し
手
伝
い
を
は
じ
め
、
家
財
の

片
づ
け
な
ど
の
ニ
ー
ズ
も
ま
す
ま
す
強
ま

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
要
求
は
切
実

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
ご
と
に

そ
の
中
身
は
複
雑
に
異
な
り
、
そ
れ
ら
を

的
確
に
つ
か
ん
だ
支
援
活
動
が
必
要
で
す
。

今
後
も
、
生
協
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
全
国
の
か
た
が
た
と
力
を
合
わ

せ
、
力
い
っ
ぱ
い
の
支
援
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
山
口
　
寛
）

ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
が
支
援
を
続
け
て

い
る
岩
手
県
大
船
渡
市
で
は「
経
済
状
況
、

生
活
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
に
加
え
、
生
活
再
建
へ
の

差
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
」こ
と
か
ら
、

10
月
い
っ
ぱ
い
、
現
地
に
ス
タ
ッ
フ
を
派

遣
し
、
第
2
回
目
の
健
康
状
態
調
査
を
実

施
し
、
今
後
の
保
健
施
策
へ
の
活
用
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

仮
設
訪
問
や
自
宅
改
修
し
た
方
の
訪
問

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
自
宅
を
再
建
し
仕

事
も
立
て
直
し
た
が
高
血
圧
に
な
っ
た
と

い
う
方
、「
津
波
を
見
た
シ
ョ
ッ
ク
で
耳

が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
イ
ラ
イ
ラ
や
不

安
感
が
続
く
」「
親
の
介
護
も
あ
っ
て
う

つ
の
よ
う
な
状
態
。
何
軒
も
の
近
所
の
家

が
、
も
の
の
2
時
間
で
解
体
さ
れ
る
の
を

見
て
悲
し
い
。
知
り
合
い
の
方
が
住
ん
で

い
た
土
地
に
、
復
興
へ
の
道
の
り
と
は
言

え
仮
設
店
舗
が
で
き
て
い
く
の
も
複
雑
な

気
持
ち
」
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
や
は
り

心
身
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
と
お
話
し
し
て
い
る
う
ち
に

「
少
し
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
」

と
い
う
声
も
あ
り
、
今
後
も
継
続
的
な
支

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
通
信
員
　
古
市
賢
二
）

ろ
っ
こ
う
医
療
生
活
協
同
組
合

東
日
本
大
震
災
支
援

　
　

第
2
回
健
康
状
態
調
査
を
実
施

〜
岩
手
県
大
船
渡
市
〜

尼
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

被
災
地
で
の
一
ヶ
月
常
駐
活
動
を
ふ
り
返
っ
て

仮設住宅で健康体操

山元町「工房地球村」にて
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10
月
13
日
㈯
、
神
戸
総
合
運
動
公
園

内
に
て
、「
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ッ
ク
全
員
集
合

i
n 

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
こ
う
べ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
神
戸
市
勤

労
者
福
祉
共
済
の
主
催
の
催
し
と
、
神
戸

市
及
び
（
財
）
神
戸
市
公
園
緑
化
協
会
の

主
催
の
催
し
が
合
同
で
行
わ
れ
る
も
の

で
、
秋
に
あ
わ
せ
て
神
戸
市
民
生
協
で
は

毎
回
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
秋
晴
れ
で
さ
わ
や
か
な
陽
気

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
花
と
緑
に
包
ま
れ

た
会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
の
方
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
今
回
も
医
療
共
済
・
火
災

共
済
・
交
通
災
害
共
済
・
こ
ど
も
共
済
の

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
パ
ネ
ル
展

示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
会
場
を

訪
れ
る
家
族
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
「
ア
メ

の
す
く
い
ど
り
」
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

な
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
か
ら

は
、「
神
戸
市
民
生
協
に
加
入
し
て
い
ま

す
よ
」「
ま
た
こ
う
い
っ
た
催
し
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
お
声
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
事
業
所
外
で
の
広
報
活
動

が
限
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
う
い
っ
た

機
会
を
通
じ
て
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に

神
戸
市
民
生
協
を
P
R
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
鹿
田
裕
子
）

9
月
15
日
㈯
午
後
、
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー

ル
で
、『
2
0
1
2
国
際
協
同
組
合
年　

秋
の
生
協
強
化
月
間
＆
第
15
回
介
護
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合

員
・
職
員
そ
し
て
、
近
隣
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
介
護
事
業
所
の
方
々
の
参

加
で
、
会
場
は
満
員
の
3
0
0
人
。 

第

1
部
は
、
今
年
度
の
秋
の
生
協
強
化
月
間

を
ど
う
と
り
く
む
か
、
月
間
推
進
委
員
長

で
も
あ
る
福
居
副
理
事
長
が
、
2
0
1
2

年
度
の
新
事
業
の
展
開
で
、
小
規
模
多
機

能
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
併
設
し

た
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
姫
路
市

に
認
可
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、
今
年
も

事
業
所
建
設
運
動
と
と
も
に
月
間
を
と

り
く
む
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。 

ま
た
、

2
0
1
2
年
度
姫
路
医
療
生
協
ニ
ュ
ー
ス

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
発
表
と
表
彰
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
2
部
の
第
15
回
介
護
医
療
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
姫
路
獨
協

大
学
客
員
教
授
の
横
井
賀
津
志
先
生
の
記

念
講
演
で「
脳
と
身
体
を
保
つ
10
の
秘
訣
」

と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
認

知
症
予
防
、
介
護
予
防
に
具
体
的
に
つ
な

が
る
講
演
内
容
に
、
会
場
は
聴
き
入
り
ま

し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
超
高

齢
社
会
に
対
応
す
る
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
み
ん
な
で
考
え
、
地

域
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
る
重
要
性
が
わ
か
り
ま

し
た
」「
介
護
予
防
、
認

知
症
予
防
は
年
と
っ
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
る
な
」
な

ど
参
加
者
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
岡
田
佐
織
）

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

「
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ッ
ク
全
員
集
合
」
で事

業
を
紹
介

姫
路
医
療
生
活
協
同
組
合

さ
ぁ
、
秋
だ
、
ス
タ
ー
ト
だ
！

〜
生
協
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
企
画
＆
第
15
回
介
護
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

PR 活動に励む生協職員
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JA グループ兵庫Ｊ
Ａ摂津播磨地区漁協青壮年部連合会Ｊ

Ｆ

稲刈り体験で消費者と交流今年も開催！「漁師さんのおさかな教室」
〜高砂市立米田西保育園にて開催〜

JA 丹波ひかみは、 9 月15日に阪神間から消費
者を招待し、稲刈り体験交流を行いました。この
イベントは食農教育活動の一環として、稲作体験
を通じ安全・安心な米づくりの大切さを消費者に
伝えるとともに、消費者と産地との交流を深めよ
うと毎年実施しており今回で 8 回目。当日は、同
JA の特別栽培米「夢たんば」の販売などを行っ
ている（株）トーホーの消費者34人が家族連れなど
で参加しました。

5 月に田植え体験をした参加者は、立派に実っ
た稲穂を見て、喜びの表情を浮かべていました。
その後、JA の営農相談員やほ場主の芦田岩男さ
んから、鎌での刈り取りを教わり、稲刈りを体験。
鎌を使い慣れていない子供たちは、株をなかなか
刈り取れない光景も見られましたが、「鎌でざくっ
という感覚が気持ちいい」と笑顔でした。

稲刈り後は、市内のキャンプ施設でバーベ
キューを楽しみながら、JA 職員やスーパー担当
者と交流しました。JA 丹波ひかみでは「これか
らも交流を通じて、消費者の皆さんに安全・安心
な米づくりへの理解と、産地への愛着を一層深め
ていただけるとうれしい」としています。

“魚をもっと食べてもらおう”と始まった摂津播磨
地区漁協青壮年部連合会（大角生馬会長）の「おさか
な教室」。今年は高砂市の米田西保育園に、園児の親
子約40組（約90名）が参加し開催されました。

9 月21日㈮の教室は漁青連のメンバー、県・系統団
体の職員がスタッフに加わり、料理の下ごしらえやタッ
チプールの準備を進めた後、園児たちが会場に入って
きました。食育参観として開催されたこの日の教室は、
今までになく大人数なため、半分は調理、半分はタッ
チプールと 2 班に分かれ始められました。お魚ハンバー
グ作りではスタッフの見本に続いて、親子一緒になっ
て挑戦しました。初めて包丁を触る子どもも多くいた
ようで、初めは緊張した面持ちで包丁を持った園児た
ちでしたが、アジの身を切り始めると、みんなお母さ
んと一緒に嬉しそうに作っていました。

一方、タッチプールの子どもたちは、タコ・タイ・
サメなど知っている魚だけでなく、エイ・カワハギ・
アコウなど見慣れない魚が用意されたプールに興味
津々。最初は怖がっていた子供もいましたが、いろい
ろな魚を触っているうちにだんだん歓声が大きくなり、
最後には次々に手づかみをして楽しんでいました。

昼食には調理したお魚ハンバーグと、スタッフが用
意したタコ飯とガザミの味噌汁も一緒に親子で試食し
ました。おかわりする子どもやきれいにガザミを食べ
る子どももいてとても好評でした。また、子供たちか
ら魚に関する質問があり「アジを獲るコツは何です
か」や「タコはどうやって釣るのですか」といったも
のや、保護者から「上手に魚を焼くコツは？」、「三枚
おろしのコツは？」といった質問も飛び出し、スタッ
フが回答していました。最後に同園の北野 実千代園
長から「命を頂くということに理解が深まったと思い
ます」と挨拶があり終了しました。

今回は今までにない大人数の教室となり、関係者は
少し心配していましたが、無事、終了することが出来
ました。今後も様々な地域で取り組みを続けていきます。

稲刈りを楽しむ
参加者

農家から鎌の使い方を教わる参加者
包丁の使い方を指導する
大角会長

たくさんの親子が参加しました

飛び上がってきたサカタザメ
にみんなビックリ！
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最近の消費生活相談事例

水回り工事をめぐるトラブル

事　例

トイレが詰まったので、ポストに投げ込まれていたチラシの事業
者に、電話で修理を依頼した。「ポンプ洗浄でも詰まりが解消されな
かったので、便器の交換が必要」との説明を受け、言われるがまま
に交換工事をお願いした。交換費用は15万円と言っていたが、請求
書には20万円と記載されているなど、工事後の対応に不信感を抱い
ている。そもそも便器の交換は必要だったのだろうか。

【アドバイス】
台所やお風呂での水漏れ、トイレの詰まりなどで、慌てて身近にあったチラシの修

理業者を呼んだところ、高額な工事代金を請求されてしまったという相談が寄せられ
ています。

悪質な事業者は、消費者の焦りにつけこんで、便器や給排水管の交換工事など、本
当に必要なのか疑わしい工事を行ったり、見積もりも示さず勝手に工事をしたりして、
法外な工事代金を請求してきます。

訪問販売の場合は、特定商取引法のクーリング・オフ制度があり、契約書面を受け
取った日から 8 日間は、工事が終わった後でも無条件で契約を解除し、支払った代金
の返金を請求できます。しかし、水周りの工事については、多くの場合、消費者から
事業者に電話をかけて修理を依頼することが多く、依頼の範囲内での作業を行った場
合は、原則として、クーリング・オフの対象になりません。

ただし、消費者から事業者に依頼したケースでも、依頼した範囲外の工事について
は、クーリング・オフの対象となります。今回の事例に当てはめると、相談者は「詰
まりの解消」を依頼しただけで、「便器の交換工事」については依頼の範囲外であり、
訪問販売に該当するため、クーリング・オフができると考えられます。事業者にその
旨を指摘したところ、「便器の交換工事」についてはクーリング・オフをし、「詰まり
の解消工事」費用については支払うことになりました。

水漏れが止まらない場合、慌てずに止水栓か水道の元栓を閉め、冷静になってから
事業者に修理を依頼しましょう。修理業者が来たら、作業に入る前に見積もりの提出
を求め、修理内容と料金を確認しましょう。チラシなどに記載されていた料金よりも
高い場合は理由を確認して、納得がいかない場合は、きっぱりと断ることが肝心です。

市町によっては、水道工事事業者の登録制度を設けています。詳しくは、お住まい
の市町担当窓口（水道局等）にお問い合わせください。トラブルになってしまった場
合は、最寄りの消費生活相談窓口にご相談ください。

（兵庫県生活科学総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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が
、
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も
よ
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活
発
に
な
る
季
節
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
会
員

生
協
さ
ん
の
い
く
つ
か
の
「
ま
つ
り
」
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
曾
利
消
費
生
協

さ
ん
を
訪
ね
、
宝
塚
の
山
深
い
、
目
に
鮮
や
か

な
緑
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
過
ご
し
た
休
日
は
、

あ
わ
た
だ
し
い
毎
日
を
過
ご
す
自
分
自
身
へ
の

“
ご
褒
美
”で
し
た
。
他
の「
ま
つ
り
」会
場
で
も
、

組
合
員
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
た
く
さ
ん
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
！　

☆
さ
て
私
も
、

（「
も
う
、
十
分
で
し
ょ
？
」
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
）
冬
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

蓄
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。
パ
ク
パ
ク
、
モ
グ
モ

グ
…
…
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第 8 回 NPO 法人ひょうご消費者ネット シンポジウム

「どうなる？食品表示の一元化」
☆私たち消費者が見極めるために☆

●と　き：2012年12月1日㈯　13時〜16時30分
●ところ：兵庫県農業共済会館（JR元町駅より徒歩10分）
●内　容：【第 1部】講演
　　　　　テーマ：「食品表示の課題と表示の一元化について
　　　　　　　　　　〜食品の安全と安心を選び取るために〜」
　　　　　講　師：中村　幹雄氏
　　　　　　　　　鈴鹿医療科学大学薬学部・教授
　　　　　　　　　消費者庁「食品表示一元化検討委員」・委員
　　　　　　　　　NPO法人食品安全グローバルネットワーク事務局長
　　　　　【第 2部】パネルディスカッション
　　　　　テーマ　　：「食品表示一元化でどう変わる？
　　　　　　　　　　　　〜行政・事業者・消費者それぞれの立場から〜」
　　　　　コーディネーター：酒居　淑子氏（神戸ファッション造形大学・教授）
　　　　　パネリスト：中村　幹雄氏、渡辺　寛氏（ネスレ日本株式会社・食品法規部 部長）
　　　　　　　　　　　佐藤八重子氏（NPO法人C・キッズ・ネットワーク）
●参加費：無料（定員150人。お早めにお申し込みください）
●締　切：11月25日㈰　※定員になり次第締め切ります
●申込方法：兵庫県生活協同組合連合会までお電話でお申し込みください（電話：078-391-8634）
●主　催：ひょうご消費者ネット（H24年度　兵庫県消費者活動担い手づくり事業）
●後　援：兵庫県・神戸市・兵庫県生活協同組合連合会・生活協同組合コープこうべ

現在の食品表示は食品衛生法、JAS法などで規制され複雑な制度になっています。一方、
私たち消費者は、食品を選ぶ時には、食品の容器・包装に記載されている表示を見たり、
POPや広告を見て買うかどうかを決めています。つまり、食品の表示は消費者にとって、
商品の中身を表す唯一の情報であり、誰が見ても分かりやすく、消費者が誤認することの
ないものであるべきです。

そんな中、食品表示一元化に向け、新法が来年3月までに策定され、来年の通常国会に
提出される運びとなりました。そこで、第一部の講演では、食品表示一元化検討委員のお
一人であった中村幹雄教授をお迎えし、消費者の求める食品表示制度がどこまで確保でき
るのか？その実態に迫ります。第2部では、行政・事業者・消費者の代表をお迎えして、
食品表示の一元化でどう変わるのかを探り、消費者にとって、自主的で合理的な食品の選
択ができる新しい食品表示制度の確立を考えます。
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